
Ｆ－１５戦闘機の墜落事故に対する抗議決議 
 

 
去る５月２８日午前８時４３分ごろ、国頭村の東南東約５９キロメートル沖の米軍

訓練空域で、米空軍嘉手納基地所属のＦ－１５戦闘機１機が訓練中に海上に墜落する

事故が発生した。 

Ｆ－１５戦闘機は、嘉手納基地に配備されて以来、今回の事故を含めて９件の墜落

事故が確認されているが、これらの事故原因や再発防止策について、これまで市民・

県民が納得し得る説明は行われていない。また、今回、事故発生から二日後には飛行

を再開しているが、これまで１０回以上の緊急着陸が確認されている。 

今回の墜落事故は、訓練空域での事故とはいえ、当該戦闘機が墜落した現場周辺は

好漁場で漁船等が往来する海域であり、一歩間違えば操業中の漁業者を巻き込む大惨

事を引き起こしかねず、漁業関係者はもとより市民・県民に大きな衝撃と不安を与え

ている。 

よって、本市議会は、市民・県民の生命及び財産を守り、安全・安心な生活を確保

する立場から、今回のＦ－１５戦闘機の墜落事故に対し、厳重に抗議するとともに、

下記事項について強く要求する。 

 

記 

 １ 事故原因を徹底的に究明するとともに再発防止策を講じ、その内容について市

民・県民に速やかに公表すること。 

 ２ 安全性が担保されるまでＦ－１５戦闘機の飛行を即時中止すること。 

３ 全ての米軍機について、早急に徹底した安全点検と安全管理対策の強化を図る

こと。 

以上、決議する。 
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